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付
税

分
担
金
及

び
負
担
金

使
用
料
及

び
手
数
料

国　

庫

支
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金

県
支
出
金
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入
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越
金

繰
入
金

諸
収
入

町　

債

そ
の
他

予算現額
執行済額

款 予算現額 執行済額 款 予算現額 執行済額

町税 17億1,842万8千円 12億5,680万9千円 諸収入 2億6,007万9千円 6,815万6千円 

地方譲与税 1億3,700万円 4,132万5千円 町債 17億2,040万円 0 

地方消費税交付金 1億7,000万円 1億902万6千円 その他 5,421万円 2,476万7千円 

地方交付税 77億1,437万8千円 57億6,885万9千円 （その他の内訳）

分担金及び負担金 2億7,532万9千円 1億97万9千円 利子割交付金 570万円 276万5千円 

使用料及び手数料 1億8,139万6千円 8,777万9千円 配当割交付金 310万円 113万5千円 

国庫支出金 9億33万7千円 2億4,907万5千円 株式等譲渡所得割交付金 81万円 0 

県支出金 8億5,623万5千円 6,550万円 自動車取得税交付金 2,900万円 1,053万3千円 

財産収入 3,298万8千円 1,819万円 交通安全対策特別交付金 300万円 153万7千円 

繰入金 4億739万5千円 0 地方特例交付金 530万円 426万1千円 

繰越金 5億982万9千円 5億8,249万5千円 寄附金 730万円 453万6千円 

合　　計 149億3,800万4千円 83億7,296万円 

款 予算現額 執行済額 款 予算現額 執行済額

議会費 9,703万1千円 5,196万9千円 教育費 17億1,962万2千円 5億8,515万6千円 

総務費 22億1,302万8千円 9億907万5千円 災害復旧費 1,294万7千円 381万3千円

民生費 35億2,424万7千円 11億1,785万9千円 公債費 27億3,869万6千円 13億8,713万円 

衛生費 13億7,291万1千円 5億435万円 その他 3,643万9千円 490万3千円 

農林水産業費 13億1,348万7千円  2億151万8千円 （その他の内訳）

商工費 2億5,761万6千円 1億1,419万5千円 諸支出金 1,643万9千円 490万3千円 

土木費 8億4,707万8千円 1億5,925万円 予備費 2,000万円 0 

消防費 8億490万2千円 2億9,423万8千円  合　　計 149億3,800万4千円 53億3,345万6千円 

歳
　
入

歳
　
出

平成25年度上半期の愛南町の予算執行状況等を公表します

予算総額 149億3,800万4千円
執行済額 83億7,296万円

予算総額 149億3,800万4千円
執行済額 53億3,345万6千円

町からのお知らせ
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町民税
42.4％

町たばこ税 8.6％軽自動車税
3.4％

固定資産税
45.6％

特別会計の予算執行状況
会計名 区　分 予算現額 執行済額 差　引

国民健康保険特別会計
歳　入 37億8,134万8千円 14億5,000万円 23億3,134万8千円 

歳　出 37億8,134万8千円 15億8,236万円 21億9,898万8千円 

介護保険特別会計
歳　入 29億8,773万9千円 11億7,522万2千円 18億1,251万7千円 

歳　出 29億8,773万9千円 12億7,879万3千円 17億894万6千円 

後期高齢者医療特別会計
歳　入 2億7,290万円 8,860万9千円 1億8,429万1千円 

歳　出 2億7,290万円 8,468万9千円 1億8,821万1千円 

簡易水道特別会計
歳　入 2億4,560万円 1億1,045万5千円 1億3,514万5千円 

歳　出 2億4,560万円 1億785万2千円 1億3,774万8千円 

小規模下水道特別会計
歳　入 1億5,270万円 1,098万円 1億4,172万円  

歳　出 1億5,270万円 6,499万2千円 8,770万8千円 

浄化槽整備事業特別会計
歳　入 1億6,200万円 1,276万3千円 1億4,923万7千円 

歳　出 1億6,200万円 1,279万9千円 1億4,920万1千円 

温泉事業等特別会計
歳　入 7,440万円 3,032万9千円 4,407万1千円 

歳　出 7,440万円 2,985万4千円 4,454万6千円 

旅客船特別会計
歳　入 1,500万円 898万8千円 601万2千円 

歳　出 1,500万円 703万5千円 796万5千円 

企業会計

会計名 区　分 予算現額 執行済額 差　引

上水道 
事業会計

収益的収入 5億1,350万円 2億7,312万5千円 2億4,037万5千円 

収益的支出 5億1,262万円 1億295万4千円 4億966万6千円 

資本的収入 6,871万7千円 21万円 6,850万7千円 

資本的支出 2億9,839万8千円 8,927万3千円 2億912万5千円 

資本的収入が資本的支出に不足する額229,681千円は、過年度分損益勘定留保資金130,200千円、当年度分損益勘定留保資金90,827千

円、当年度資本的収支調整額8,654千円で補てんすることとしています。

会計名 区　分 予算現額 執行済額 差　引

病院 
事業会計

収益的収入 6億3,158万円 2億5,975万円 3億7,183万円 

収益的支出 6億3,158万円 2億7,868万4千円 3億5,289万6千円 

資本的収入 0 0 0 

資本的支出 2,039万7千円 369万5千円 1,670万2千円 

資本的収入が資本的支出に不足する額20,397千円は、過年度分損益勘定留保資金20,397千円で補てんすることとしています。

地方債（町の借金）残高の状況
会計名 残　高

一般会計 200億2,317万3千円

簡易水道特別会計 12億778万2千円

小規模下水道特別会計 11億1,121万9千円

浄化槽整備事業特別会計 9,840万円 

上水道事業会計 22億7,858万円 

合　計 247億1,915万4千円 

基金（町の貯金）残高の状況
基金名 残　高 基金名 残　高

財政調整基金 31億7,816万4千円 ふるさとづくり基金 740万2千円 

減債基金 5億9,908万8千円 公営住宅建設基金 1,027万9千円 

人材育成基金 6,663万8千円 諏訪公園管理基金 433万6千円 

地域振興基金 2億4,835万6千円 地域活性化基金 27億6,000万円 

ふるさと創生基金 8,161万9千円 土地開発基金 1億190万6千円 

公共施設整備基金 6億4,460万1千円 高齢者等肉用牛貸付基金 722万6千円 

文化振興基金 1,020万4千円 　（うち貸付金） （0） 

地域福祉基金 7億5,489万円 肉用牛貸付基金 1,932万2千円 

西海ストックヤード管理基金 2,040万6千円 　（うち貸付金） （1,268万2千円） 

産業振興基金 1億1,974万9千円 介護保険給付費準備基金 1,709万3千円 

中山間ふるさと水と土保全基金 4,960万1千円 国保財政調整基金 5,314万3千円

水資源対策基金 2億5,283万2千円

合　計 90億685万5千円 

皆様が納めた町税の内訳
町税の内訳 予算現額

町民税 7億2,957万7千円 

固定資産税 7億8,297万4千円 

軽自動車税 5,789万3千円 

町たばこ税 1億4,798万4千円 

合　計 17億1,842万8千円 
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暴
力
団
排
除
を
め
ざ
し
て

■
総
務
課
か
ら

「
宝
く
じ
助
成
事
業
」
で
神
輿
を
整
備
し
ま
し
た

■
総
務
課
か
ら

女
性
に
対
す
る
暴
力
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

■
保
健
福
祉
課
か
ら

人
権
擁
護
委
員
の
お
知
ら
せ

■
町
民
課
か
ら

　
暴
力
団
を
排
除
し
て
平
和
で
住
み

よ
い
町
を
築
こ
う
と
、
御
荘
文
化
セ

ン
タ
ー
で
「
暴
力
追
放
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｎ

大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
愛
媛
弁
護
士
会
民
事

介
入
暴
力
対
策
委
員
会
の
髙
橋
直な

お

人と

弁
護
士
が
『
反
社
会
的
勢
力
か
ら

の
被
害
の
予
防
』
と
題
し
て
講
演
を

行
い
、
「
不
当
要
求
に
応
じ
る
こ
と

が
次
の
要
求
の
き
っ
か
け
と
な
る
。

暴
力
団
員
と
付
き
合
わ
な
い
の
が
第

一
」
と
、
暴
力
団
と
の
関
係
を
持
た

な
い
よ
う
注
意
を
促
し
ま
し
た
。

　
大
会
宣
言
で
は
、
暴
力
団
な
ど
の

反
社
会
勢
力
に
対
し
て
勇
気
と
誇
り

を
持
ち
、
町
と
住
民
が
一
丸
と
な
っ

て
社
会
の
悪
を
排
除
し
て
い
く
と
す

る
宣
言
案
を
岡
田
敏と

し

弘ひ
ろ

副
町
長
が
読

み
上
げ
、
こ
れ
を
採
択
し
ま
し
た
。
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町
　
か
　
ら
　
の
　
お
　
知
　
ら
　
せ

　
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
「
平

成
25
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
」
の
補
助
を
受
け
、
柏
地
区
自
治

会
の
秋
祭
り
で
使
用
す
る
神
輿
が
新

調
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
『
宝
く
じ
の
普
及

広
報
事
業
』
と
し
て
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
受
け
入
れ
た
宝
く
じ
収
益
金

を
財
源
と
し
て
、
住
民
が
自
主
的
に

行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
を

図
り
、
地
域
の
連
帯
感
に
基
づ
く
自

治
意
識
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
め
ざ

す
も
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

直
接
必
要
な
施
設
又
は
設
備
の
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
」
な
ど
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
重
大
な
人
権

侵
害
で
す
。
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
、
匿
名
相
談
可
で
す
。

相
談
機
関

　
県
婦
人
相
談
所（
月
〜
金
）

℡ 

０
８
９
―

９
２
７
―

３
４
９
０

　
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー（
火
〜
日
） 

　
　
℡
０
８
９
―

９
２
６
―

１
６
４
４

　
県
警
察
本
部

　
　
℡
０
８
９
―

９
３
１
―

９
１
１
０

　
愛
南
町
保
健
福
祉
課

　
　
℡
７
２
―

１
２
１
２

問
合
せ

　

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

　
10
月
１
日
付
け
で
、
法
務
大
臣
か

ら
時
岡
ト
ヨ
ミ
氏(

御
荘
菊
川)

が
人

権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委

員
法
に
基
づ
き
委
嘱
さ
れ
た
、
私
た

ち
の
町
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

暮
ら
し
の
中
で
の
悩
み
や
心
配
ご

と
、困
り
ご
と
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
人

権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ  

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

　
松
山
地
方
法
務
局
宇
和
島
支
局

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

０
７
７
０
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食
欲
の
秋

　
　
ご
当
地
グ
ル
メ
に
舌
鼓

■
商
工
観
光
課
か
ら

サスケチャレンジ

　初めて開催した「うり坊レース」や「サスケチャレンジ」も大いに盛り上がりました。また、恒例の餅まき

には、愛南町ご当地キャラクター「なーしくん」も参加し、威勢良く餅まきをしました。

うり坊レース餅まき

3回連続のグランプリを受賞した

「お食事処なにわ」の皆さん

 10/
   13

　（
株
）レ
ク
ザ
ム
愛
南
工
場
敷
地
内
で
「
愛
南
ま
る
ゴ
チ
秋

の
味
覚
祭
２
０
１
３
」
を
開
催
し
、
愛
南
町
に
集
結
し
た
主

に
四
国
内
の
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
を
求
め
、
１
２
，０
０
０

人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
ゲ
ス
ト
出
店
の
「
富
士
宮
焼
き
そ
ば
」
の
ほ

か
、
「
今
治
焼
豚
玉
子
飯
」
や
「
讃
岐
肉
ま
ん
コ
ロ
ッ
ケ
」

な
ど
17
団
体
が
色
鮮
や
か
な
看
板
を
掲
げ
、
自
慢
の
味
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
中
、長
蛇
の
列
が
あ
ち
こ
ち
で
で
き
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ち
び
っ
こ
コ
ー
ナ
ー
の
「
サ
ス
ケ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」、

「
う
り
坊
レ
ー
ス
」
や
「
餅
ま
き
」
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
会
場
は
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、「
第
３
回
愛
な
ん
う
ま
い
も
ん
コ
ン
テ
ス
ト
」

が
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
町
内
の

８
団
体
か
ら
11
作
品
の
出
品
が
あ
り
、
食
べ
た
料
理
の
中

か
ら
一
番
お
い
し
い
と
感
じ
た
料
理
に
投
票
す
る
方
法
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
位
に
輝
い
た
の
は
、
「
お
食
事
処
な
に
わ
」
の
「
と

ろ
と
ろ
!!
中
華
鯛
め
し
」
で
し
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
、
上
位
３
品
が
「
愛
南
町
の
ご
当

地
グ
ル
メ
」
と
し
て
新
た
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　  

「
と
ろ
と
ろ
!!
中
華
鯛
め
し
」

　
　 

（
お
食
事
処
な
に
わ
）

　  

「
ブ
リ
照
り
バ
ー
ガ
ー
」

　
　 

（
ｌ
ａ 

ｖ
ｉ
ｔ
ａ
）

　  

「
一
石
三
鳥
弁
当
」

　
　 

（
愛
南
町
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
）

3位 2位 1位
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愛
媛
県
在
宅
が
ん
患
者
・
家
族
療
養
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
か
ら

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
保
健
福
祉
課
・
宇
和
島
保
健
所
か
ら

0　　  5　　 10　　 15　　20
人

家族と共に過ごせ絆が深まった

本人がやりたい事ができた

身体的な負担が軽減した

自分のペースでゆっくりできた

周囲の理解があった

訪問診療・看護等から支えてもらった

その他

19

13

7

7

6

4

2

0　　  5　　 10　　 15　　20
人

介護の負担

病気や症状

経済面

精神面

家族のこと

情報や相談

医療機関のこと

20

8

6

6

5

4

1

人
権
や
福
祉
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た

■
保
健
福
祉
課
か
ら

○在宅療養をして良かったこと

○在宅療養をして大変だったこと・負担を感じたこと

　
愛
媛
県
内
で
「
が
ん
」
の
治
療
を

受
け
て
い
る
方
は
、
平
成
23
年
度

の
調
査
で
約
１
万
６
千
人
と
推
計
さ

れ
、
最
も
多
い
の
は
、
胃
が
ん
（
約

３
千
人
）
、
次
に
大
腸
が
ん
（
約
２
千

人
）
と
な
っ
て
お
り
、
生
涯
の
う
ち

２
人
に
１
人
は
が
ん
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
が
ん
と
診
断
さ
れ
て

も
、
通
院
し
な
が
ら
職
場
復
帰
さ
れ

る
方
や
自
宅
で
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
な
が
ら
療
養
さ
れ
る
方
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
に
県
内
保
健
所
の
保

健
師
が
、承
諾
を
得
ら
れ
た
が
ん
患
者

と
家
族
併
せ
て
41
人
の
方
か
ら
在
宅

療
養
の
現
状
や
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
お

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
聞
き
取
り
の
結
果
、
患
者
・
家
族

と
も
に
９
割
以
上
の
方
が
在
宅
療
養

を
選
ん
で
良
か
っ
た
と
回
答
さ
れ
ま

し
た
。
療
養
生
活
を
支
え
た
要
因
と

し
て
は
、
本
人
・
家
族
を
心
身
と
も

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
医
療
・
介

護
の
専
門
職
の
存
在
が
大
き
か
っ
た

よ
う
で
す
。

　
「
手
術
し
た
病
院
と
自
宅
近
く
の

病
院
（
診
療
所
）
、
訪
問
看
護
師
、
介

護
職
な
ど
が
連
携
し
て
療
養
生
活
を

支
え
る
体
制
を
整
え
て
く
れ
た
か

ら
」
、「
痛
み
な
ど
の
症
状
に
適
切
に

対
処
し
て
く
れ
た
か
ら
」
な
ど
の
声

が
あ
り
ま
し
た
。

　
在
宅
療
養
は
、介
護
者
の
負
担
や
急

変
時
の
対
応
な
ど
不
安
も
あ
る
よ
う
で

す
が
、「
満
足
を
得
ら
れ
た
」、「
納
得
で
き

る
時
間
を
過
ご
せ
た
」と
い
う
声
も
数

多
く
聞
か
れ
、印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
愛
南
町
で
は
保
健
所
も
加

わ
り
、
愛
南
地
域
連
携
会
議
を
開
催

し
、『
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
家
、

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
』

と
い
う
テ
ー
マ
で
話
し
合
い
を
進
め

て
い
ま
す
。
次
回
か
ら
、
も
し
、「
が

ん
」
と
診
断
さ
れ
て
も
、
愛
南
町
で

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
必
要
な
在

宅
療
養
の
支
援
に
つ
い
て
医
療
・
介

護
の
面
か
ら
４
回
シ
リ
ー
ズ
で
記
事

を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
患
者
・
ご

家
族
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
方
々
も

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

  

℡
７
２
―

７
３
２
５

　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
人
権
と

福
祉
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

障
害
者
と
健
常
者
の
交
流
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
、「
で
あ
い 

ふ
れ
あ

い 

愛
南
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
町
内

の
福
祉
団
体
な
ど
20
団
体
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
を
紹
介
す
る
展
示
コ
ー

ナ
ー
や
バ
ザ
ー
な
ど
の
ブ
ー
ス
を
設

け
、来
場
者
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
11
日
に
は
、
国
際
こ
ど
も
・
福
祉

カ
レ
ッ
ジ
の
顧
問
な
ど
を
務
め
ら

れ
て
い
る
酒
井
昭

し
ょ
う
へ
い平

先
生
が
『
「
共

に
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」
を
め
ざ
し

て
』
と
題
し
、講
演
を
行
い
ま
し
た
。

 10/

11、12
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詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1251）までお
問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童

委員が相談をお受けします。

※1回の相談人数は8人まで

で事前予約が必要です。定員

に達した場合は受付を終了

します。

　１１月１２日（火）14時～16時

　御荘老人福祉センター

福祉法律相談

　無料で民生児童委員２名

が日常生活でかかえる心配

ごとの相談をお受けします。

　１１月９日（土）・２７日（水）

　14時～16時

　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所
住
民
参
画
推
進
制
度
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
総
務
課
か
ら

消
費
者
被
害
に
ご
用
心

■
商
工
観
光
課
か
ら

　
住
民
参
画
推
進
制
度
は
、
住
民

の
皆
様
に
町
政
に
参
画
し
て
い
た

だ
き
、
そ
の
意
見
を
町
政
に
反
映
さ

せ
る
制
度
で
す
。
具
体
的
に
は
、
委

員
会
及
び
懇
話
会
の
設
置
に
よ
る
住

民
の
皆
様
か
ら
の
意
見
聴
取
、
住
民

の
皆
様
に
町
の
計
画
等
の
案
に
つ
い

て
意
見
を
求
め
る
「
住
民
の
意
見
表

明
制
度
」
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
）
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
手
法

が
あ
り
ま
す
。
平
成
24
年
度
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

【
委
員
会
及
び
懇
話
会
に
つ
い
て
】

・
委
員
数
　
５
８
３
名

・
委
員
男
女
比
　

　
　
　
　
　
男
性
３
９
７
名（
68
％
）

　
　
　
　
　
女
性
１
８
６
名（
32
％
）

※
男
女
比
目
標
値
は
、
男
女
と
も

30
％
以
上

・
公
募
委
員
の
率
　
９
％ 

　
※
目
標
値
は
、
20
％
以
上

・
会
議
公
開
件
数
　
56
件

※
町
の
委
員
会
等
に
つ
い
て
は
、
一

部
を
除
い
て
公
開
し
て
お
り
、
傍
聴

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
愛
南
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
住
民
の
意
見
表
明
制
度
に
つ
い
て
】

　
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
、
地

域
福
祉
計
画
、
第
１
次
・
第
２
次
一

括
法
関
係
条
例
及
び
景
観
条
例
の
意

見
募
集
　
計
３
件

【
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
】

　
人
権
に
関
す
る
意
識
調
査 
計
１
件

問
合
せ

　
総
務
課 

℡
７
２
―

１
２
１
１

【
相
談
事
例
か
ら
】

突
然
知
ら
な
い
業
者
か
ら
「
ご

注
文
い
た
だ
い
た
健
康
食
品

を
送
り
ま
す
」
と
電
話
が
あ
っ
た
の

で
、
「
健
康
食
品
を
利
用
す
る
習
慣

は
な
い
。
頼
ん
で
い
な
い
の
で
送
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
電
話

を
切
っ
た
。
後
日
差
出
人
の
な
い
封

書
が
届
き
、
「
健
康
食
品
の
注
文
の

確
認
を
し
た
が
、
頼
ん
で
い
な
い
な

ど
と
発
送
前
日
に
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ

損
害
金
が
発
生
し
た
。
期
間
内
に

３
千
円
支
払
わ
な
け
れ
ば
法
的
手
段

に
訴
え
る
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。
注

文
し
て
い
な
い
の
に
損
害
賠
償
請
求

さ
れ
る
覚
え
は
な
い
。
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
。

＞

ひ
と
こ
と
助
言

＜

◆
書
類
に
「
法
的
手
段
を
取
る
」
な

ど
と
不
安
を
あ
お
る
よ
う
な
脅
し
文

句
が
書
い
て
あ
っ
て
も
、
利
用
し
た

覚
え
の
な
い
請
求
は
支
払
わ
な
い
で

無
視
し
ま
し
ょ
う
。
決
し
て
相
手
に

連
絡
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

「
近
所
で
工
事
を
し
て
い
た
者

で
す
が
」
と
訪
ね
て
き
た
男
性

か
ら
、「
お
宅
の
屋
根
の
鬼
瓦
が
傾
い

て
い
る
。
隣
の
家
に
落
ち
る
と
大
変

だ
。
今
な
ら
残
っ
て
い
る
漆
く
い
を

使
っ
て
千
円
で
直
し
て
あ
げ
る
」
と

言
わ
れ
、
千
円
で
す
ぐ
直
し
て
も
ら

え
る
な
ら
、と
修
理
を
お
願
い
し
た
。

作
業
終
了
後
、「
瓦
が
浮
い
て
い
る
。

雨
漏
り
す
る
の
で
屋
根
全
体
を
工
事

し
た
ほ
う
が
い
い
」
と
言
わ
れ
、
雨

漏
り
し
た
ら
大
変
だ
と
慌
て
て
し
ま

い
、
約
20
万
円
の
工
事
の
契
約
を
し

て
し
ま
っ
た
。し
か
し
、冷
静
に
な
っ

て
み
る
と
契
約
を
急
ぎ
す
ぎ
た
よ
う

な
気
が
す
る
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

し
た
い
が
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

＞

ひ
と
こ
と
助
言

＜

◆
「
瓦
が
浮
い
て
い
る
」
な
ど
の
説
明

が
事
実
で
は
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。決
し
て
そ
の
場
で
は
契
約
せ
ず
、

相
手
の
言
う
こ
と
が
事
実
な
の
か
、必

要
な
工
事
か
ど
う
か
な
ど
を
、家
族
や

周
囲
の
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◆
工
事
を
頼
む
際
に
は
、複
数
業
者
か

ら
見
積
り
を
取
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

◆
訪
問
販
売
の
場
合
、工
事
が
終
わ
っ

て
い
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
不
安
な
と
き
は
、
支
払
い
を
す
る

前
に
最
寄
り
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ 

愛
南
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
　
　
℡
７
２
―

１
４
０
５

問問
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社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
は

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い

■
町
民
課
か
ら

癒
し
の
里 

四
国
の
道
を
歩
こ
う
「
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ザ
・

空
海
あ
い
な
ん
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
内
海
公
民
館
か
ら

愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

「
調
味
料
・
タ
レ
作
り
体
験
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対

象
で
す
。
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
証
明
書
は
日
本

年
金
機
構
本
部
か
ら
次
の
期
日
に
送

付
さ
れ
ま
す
。

 

平
成
25
年
11
月
上
旬
送
付

　
平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方

 

平
成
26
年
２
月
上
旬
送
付

　
平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
今
年
初
め
て
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は

必
ず
こ
の
証
明
書
（
又
は
領
収
証
書
）

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人

の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て

に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の

上
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
ご

照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は
が
き
に

表
示
さ
れ
て
い
る
番
号
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
の

　
　
　
　
　
　
　
提
出
に
つ
い
て

　
老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る

年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得
税
及

び
復
興
特
別
所
得
税
の
課
税
対
象
と

さ
れ
て
い
ま
す
（
障
害
・
遺
族
年
金

は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。）
。
課
税
対
象

と
な
る
受
給
者
の
方
に
は
、
「
扶
養

親
族
等
申
告
書
」
が
11
月
上
旬
頃
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
書
類
に
記
載
の
提
出
期
限
ま

で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

申
告
書
提
出
の
対
象
と
な
る
方

・
年
齢
65
歳
未
満
で

　
　
年
金
額
１
０
８
万
円
以
上
の
方

・
年
齢
65
歳
以
上
で

　
　
年
金
額
１
５
８
万
円
以
上
の
方

問
合
せ

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　
年
金
一
日
相
談

 

○
11
月
19
日（
火
）

　 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

■
松
尾
坂
へ
ん
ろ
道
コ
ー
ス

（
宿
毛
市
野
球
場
〜
御
荘
文
化
セ
ン

タ
ー
　
ほ
か
２
コ
ー
ス
）

　
11
月
16
日（
土
）　
８
時
30
分
〜

（
総
合
開
会
式 

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
）

■
柏
坂
へ
ん
ろ
道
コ
ー
ス

（
愛
南
町
柏
〜
宇
和
島
市
津
島
町
畑

地
「
風
園
」）

　
11
月
17
日（
日)

　
９
時
〜

　（
開
会
式 

DE
・
あ
・
い
・
21
）

※
両
日
と
も
雨
天
決
行（
荒
天
中
止
）

参
加
料
　
５
０
０
円
（
中
学
生
以
下

は
無
料
）
、
弁
当
・
飲
み
物
は
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

　
内
海
公
民
館 

℡
８
５
―

１
０
２
１

　
ご
家
族
・
ご
友

人
な
ど
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

　
11
月
30
日（
土
）

　
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
赤
水（
旧
赤
水
保
育
所
）

定
員
　
６
名（
先
着
順
）

参
加
費
　
１
人
　
１
，５
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ  

　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
７
２
―

７
３
１
１
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「
愛
南
町
文
化
祭
」

開
催
の
ご
案
内

■
生
涯
学
習
課
か
ら

平
成
26
年
度 

保
育
所
入
所
の
ご
案
内

■
保
健
福
祉
課
か
ら

　
本
年
度
の
文
化
祭
は
「
創
ろ
う
、

守
ろ
う
、
ふ
る
さ
と
の
文
化
。
」
を

テ
ー
マ
に
、
町
文
化
協
会
加
盟
団
体

が
日
々
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
９
日（
土
） 

　
　
　
　
９
時
〜
17
時

　
　
　
11
月
10
日（
日
）

　
　
　
　
９
時
〜
16
時

場
所
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
ほ
か

問
合
せ

　

　
生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―

１
１
１
１

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
保
育
所
へ
の

入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、
新
規
の

方
は
入
所
希
望
の
保
育
所
で
、
現
在

入
所
中
の
方
は
入
所
し
て
い
る
保
育

所
で
「
保
育
所
入
所
申
込
書
」
と

「
家
庭
の
就
労
状
況
調
査
表
」
を
受

け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

11
月
11
日
（
月
）
か
ら
11
月
22
日
（
金
）

ま
で
に
、
４
月
か
ら
入
所
を
希
望
さ

れ
る
保
育
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
平
成
26
年
５
月
以
降
の
途

中
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
も
、
右
記

期
限
内
に
入
所
を
希
望
さ
れ
る
保
育

所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
こ
れ
か

ら
出
産
す
る
予
定
が
あ
る
方
、
育
休

明
け
等
に
よ
り
職
場
復
帰
さ
れ
る
方

の
う
ち
、
年
度
途
中
に
保
育
所
入
所

を
希
望
さ
れ
る
方
も
必
ず
事
前
に
入

所
を
希
望
さ
れ
る
保
育
所
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。）。

■
注
意
事
項

児
童
の
属
す
る
世
帯
員
又
は
近
隣
に

お
住
ま
い
の
祖
父
母
の
方
な
ど
で
、

保
育
の
で
き
る
状
況
の
方
が
お
ら
れ

る
場
合
、
保
育
所
へ
の
入
所
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
就
職
活
動
後
の
就
業
状
況

（
パ
ー
ト
等)

の
再
調
査
が
毎
年
７
月

頃
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
申
込
書
の
記
入
に
当
た
っ
て

①
入
所
児
童
の
満
年
齢
は
、
平
成
26

年
４
月
１
日
現
在
で
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

②
面
接
は
、
平
成
26
年
１
月
下
旬
頃

か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
日
程
が

決
ま
り
次
第
、
面
接
時
に
必
要
な
書

類
等
を
同
封
し
、
個
別
に
通
知
し
ま

す
。

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

土
曜
午
後
保
育
と

延
長
保
育
の
お
知

ら
せ

　
保
護
者
の
就
労
状
況

等
に
よ
り
一
部
の
保
育

所
に
お
い
て
土
曜
午
後

保
育
（
無
料
、
申
請
が

必
要
）
や
延
長
保
育(
延

長
保
育
料
１
回
１
０
０

円
、
利
用
申
込
数
５
人

以
上
で
実
施)

を
行
っ

て
い
ま
す
。
希
望
が
あ

る
場
合
、
実
施
保
育
所

（
は
ま
ゆ
う
乳
幼
児
保

育
所
・
柏
保
育
所
・
御

荘
保
育
所
・
城
辺
保
育

所
・
一
本
松
保
育
所
）

へ
の
入
所
を
お
勧
め
し

ま
す
。

通常保育

実施保育所 早出保育 通常保育（月～金） 居残り保育

はまゆう乳幼児保育所 7：00～ 8：30～16：30 ～18：00

船越保育園 7：30～ 8：30～16：00 ～17：00

公立保育所 7：30～ 8：30～16：30 ～18：30

（土曜日は、はまゆう乳幼児保育所・船越保育所は12：00まで、公立保育所
は12：30まで）

土曜日午後保育（申請が必要で無料）
延長保育（申請が必要で1回100円）

実施保育所 土曜午後保育 延長保育（有料）

はまゆう乳幼児保育所 ～18：00 18：00～19：00
土曜日の延長保

育はありません。
柏・御荘・城辺

一本松の各保育所
～18：30 18：30～19：00
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「
年
末
調
整
説
明
会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

■
税
務
課
か
ら

12
月
は
滞
納
整
理
強
化
月
間
で
す

■
税
務
課
か
ら

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す

■
税
務
課
か
ら

  

税
務
課
等
か
ら

11
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

国

民

健

康

保

険

税

6期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

5期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず

督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま

す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め

る
べ
き
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐

車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末

に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と
な
り
ま

す
。

　
宇
和
島
税
務
署
で
は
、
平
成
25
年

分
源
泉
所
得
税
の
改
正
や
納
付
書
等

の
記
載
要
領
、
年
末
調
整
の
仕
方
に

つ
い
て
、
次
の
日
程
で
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
な
お
、
事
業
者
に
は
、
年
末
調
整

関
係
諸
用
紙
を
封
入
し
た
封
筒
を
事

前
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
来
場
の

際
に
は
必
ず
送
付
さ
れ
た
封
筒
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

　
12
月
は
「
県
税
・
市
町
村
税 

一

斉
滞
納
整
理
強
化
月
間
」
で
す
。
愛

南
町
で
も
、
愛
媛
県
や
愛
媛
地
方
税

滞
納
整
理
機
構
と
連
携
し
、
納
期
限

内
納
付
を
さ
れ
て
い
る
納
税
者
と
の

公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
期
間
中

は
滞
納
処
分
等
に
よ
る
滞
納
整
理
を

よ
り
一
層
強
化
し
ま
す
。

　
な
お
、期
間
中
は
納
税
相
談
窓
口
を

設
置
し
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

納
税
相
談
窓
口

（
設
置
場
所

：

本
庁 

税
務
課
）

平
日
　
12
月
２
日（
月
）〜
20
日（
金
）

８
時
30
分
〜
19
時

休
日
　
12
月
１
日
（
日
）、８
日
（
日
）、

15
日（
日
）８
時
30
分
〜
17
時
15
分

問
合
せ

　
税
務
課 

℡
７
２
―

７
３
０
１

日
　
時

会
　
場

対
象
地
域

11
月
19
日（
火
）

14
時
〜
16
時

鬼
北
町
近
永
公
民
館

２
階
　
講
堂

宇
和
島
市
三
間
町

鬼
北
町
・
松
野
町

11
月
20
日（
水
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

愛
南
町
城
辺
社
会
福
祉
会
館

３
階
　
中
ホ
ー
ル

愛
南
町

11
月
21
日（
木
）

①
10
時
〜
12
時

②
14
時
〜
16
時

宇
和
島
市
役
所

２
階
大
会
議
室

①
宇
和
島
市

　（
個
人
事
業
者
）

②
宇
和
島
市

　（
法
人
事
業
者
）

※
対
象
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
、
ご
都
合
の
良
い
会
場
に
ご
来
場
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ

　
税
務
課 

℡
７
２
―

７
３
０
１

　
　
　
　
宇
和
島
税
務
署 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
５
１
３

　
事
業
所
得
等
を
有
す
る
白
色
申
告

の
方
に
対
す
る
現
行
の
記
帳
・
帳
簿

等
の
制
度
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
１

月
か
ら
対
象
と
な
る
方
が
拡
大
さ
れ

ま
す
（
現
行
の
記
帳
・
帳
簿
等
の
保

存
制
度
の
対
象
者
は
、
白
色
申
告
の

方
の
う
ち
前
々
年
分
あ
る
い
は
前
年

分
の
事
業
所
得
等
の
金
額
の
合
計
額

が
３
０
０
万
円
を
超
え
る
方
で
す
。)

。

【
平
成
26
年
１
月
か
ら
の
記
帳
・
帳

簿
等
保
存
制
度
に
つ
い
て
】

・
対
象
と
な
る
方
　
事
業
所
得
、
不

動
産
所
得
又
は
山
林
所
得
を
生
ず
べ

き
業
務
を
行
う
全
て
の
方
で
す
。

※
所
得
税
の
申
告
の
必
要
が
な
い
方

も
、
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

・
記
帳
す
る
内
容
　
売
上
げ
な
ど
の

収
入
金
額
、
仕
入
れ
や
そ
の
他
の
必

要
経
費
に
関
す
る
事
項
を
帳
簿
に
記

載
し
ま
す
。
記
帳
に
当
た
っ
て
は
、

一
つ
一
つ
の
取
引
ご
と
で
は
な
く

日
々
の
合
計
金
額
を
ま
と
め
て
記
載

す
る
な
ど
、
簡
易
な
方
法
で
記
載
し

て
も
よ
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
帳
簿
等
の
保
存
　
収
入
金
額
や
必

要
経
費
を
記
載
し
た
帳
簿
の
ほ
か
、

取
引
に
伴
っ
て
作
成
し
た
帳
簿
や
受

け
取
っ
た
請
求
書
・
領
収
書
な
ど
の
書

類
を
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
税
務
課 

℡
７
２
―

７
３
０
１

　
宇
和
島
税
務
署

 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
５
１
１


